
近年の主な成果と取組み

環境関連技術分野

基盤技術分野

・ 家庭用固体高分子形燃料電池（PEFC）（販売名「エネファーム」）の一般販売を2009年5月から開始、
  2011年4月から発電効率を向上させた新製品を販売。集合住宅市場への展開を見据え、改良開発を推進
・ 固体酸化物形燃料電池（SOFC）の開発および実証試験
・ 水素製造時におけるCO2分離回収の実証試験を継続中
・ 集合住宅向け手すり組込み型太陽熱利用ガス温水システム「SOLAMO」を2010年2月に販売開始、
  2011年7月から戸建住宅向け後付け型を販売

・ インフラ建設・維持管理技術、燃焼工学関連技術、ガス品質管理技術等の深化・継承・活用を継続

革新的環境技術の開発心に響くコンセプト創出・商品開発

事業基盤を支える技術

技術開発
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東京ガスグループは、常に技術開発を重視し、新技術への挑戦を繰り返しながら事業の発展を遂げてきま
した。事業環境変化にスピーディーかつ的確に対応しながら、「エネルギーフロンティア企業」として
未来を切り開く技術開発に取り組んでいます。

技術開発の戦略的方向性
当社では、1. 心に響くコンセプトの創出と、創出した価値を具現化する商品開発、2. 低炭素社会実現に貢献する革新

的環境技術開発、3. ガス事業を安定的に運営し、さらなる高度利用やコストダウンを実現するための事業基盤を支える技

術の3点に注力しています。2011年3月期には約99億円の費用を技術開発に投入しています。

東京ガスの技術開発戦略

家庭用分野

• 顧客理解に関する技術開発
• 生活価値提案型商品開発
• 効果効能検証
• 品質を意識した商品化

•「エネファーム」（固体高分子形燃料電池）の開発
• 固体酸化物形燃料電池（SOFC）の開発

集合住宅向け手すり組込み
型太陽熱利用ガス温水シス
テム「SOLAMO」

水素ステーション

• 太陽熱・太陽電池とガス
システムの複合システム
化技術

• バイオマス活用技術
• CO2の分離・回収・
輸送・処理技術

• 水素の高効率製造・利用
技術

• 分散型電源から成るス
マートエネルギーネット
ワークの関連技術

料理をとことん楽しむための
コンロ「プラスドゥ・グリレ」

業務用・産業用分野

• 既存顧客の維持に資する
カスタマーサポート技術
やガスシステムの安全性
向上を重視した開発

• 太陽熱・バイオマス利用
技術の開発

• 生産
設備長期維持・基
地オペレーション
の高質化など

太陽熱パネル

• パイプライン
保安レベルの維持
と保安投資の最適
化など

• メーター
超音波メーターを
用いたサービス開
発など

都市ガス高度利用のための革新的省エネ技術

再生可能エネルギー活用技術・低炭素化技術
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東京ガスは、次世代の低炭素社会を見据え、電力・ガスの大規模ネットワークと、ガスコージェネレー
ションや再生可能エネルギーなどの分散型エネルギーを組み合わせ、これをICT（情報通信技術）に
より最適に制御し、省エネルギー・省CO2およびエネルギーの安定供給を実現するシステム「スマー
トエネルギーネットワーク」を提唱しています。

In-depth Report

未来の低炭素社会をつくる

ガスコージェネレーションが支える未来の街づくり

スマートエネルギーネットワーク
の実現に取り組む、
ソリューション技術部岡本グルー
プマネージャー

スマートエネルギーネットワークでは、ガスコージェネレーションなどの分
散型エネルギーシステムをオンサイトに設置し、発生する熱と電気を面的に最
適利用することで省エネ・省CO2を実現します。また、万一の停電時にも分散
型電源であるガスコージェネレーションが自立運転し、ネットワーク内の重要
負荷に電力を供給することにより、信頼度の高い電力供給システムを構成する
ことができます。例えば、病院や学校などを中心とした都市の中での防災拠点
の確保により、より安心な街づくりを可能にします。さらに、将来はICTを活
用し火力発電所などの大規模集中電源と連携して、ガスコージェネレーション
の出力やエネルギーネットワーク内の電力需要を制御し、系統電力の需給調整
機能の一端を担うことで、系統を安定化させて不安定な太陽光・風力発電など
の再生可能エネルギーの大量導入に貢献します。
当社では、2010年度より千住事業所において、2011年度より横浜市の集
合住宅において実証試験を開始しています。

新たな社会的価値を生み出すスマートメーターシステム

次世代スマートメーターの開発を
推進する、
商品開発部 古沢グループマネー
ジャー

スマートエネルギーネットワークにおいてエネルギー利用効率の最適化を実
現するためには、各種のエネルギー量（創エネ、消費エネの双方）に関する計
量の精緻化およびネットワーク化が鍵となります。当社は、ガス会社3社共同
でパートナーメーカー各社との共同開発により、次世代のスマートメーターシ
ステムの実用化に取り組んでいます。スマートメーターシステムの普及により、
家庭・業務部門におけるCO2排出量の削減を推進するとともに、エネルギー
データがデジタル化することにより新規ビジネスが創出されるなどの新たな社
会的価値を生み出す可能性が期待されています。将来的な活用に向けては、次
世代のガスメーターとして期待される超音波式ガスメーターのみならず、次世
代メータリングシステムの通信高速化、高機能化などの開発整備が必要です。
当社は関係各社と共同で最適な通信インフラの開発・評価を進めるとともに、
第一候補とする無線システムの仕様共通化・国際標準獲得に向けて積極的に活
動を進めています。




